

















































































































































































































































　お茶の水女子大学附属高等学校の場合は、学校の HP に SGH の取り組みが詳しく紹介され、
報告書も公開されている。 3 年間を通じて必修教科「グローバル地理」（ 1 年生学校設定科目）、
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会編 『格差社会と若者の未来』 同時代社　2007年 8 月
（2）「慰安婦を学ぶ女子大生に 『慰安婦』 を学ぶ」 『歴史地理教育』 2008年 8 月号
（3 ）「「食料自給率三九％」 を高校生とどう学ぶか？」 『歴史地理教育』 2008年 9 月号
（4 ）「日本の食料自給率と世界のつながり」 『教育』 2009年 1 月号
（5 ）「格差・貧困・排除　野宿者問題と若者の連続性」 『高校生活指導』 180号　2009年 3 月
（6 ）「主権者を育てる社会科の授業：食糧問題にふれて」 『人権と部落問題』（部落問題研
究所）　2009年 4 月号
（7 ）「原発を問う」 『兵庫の歴史教育』（兵庫歴史教育者協議会）　2012年 7 月
（8 ）「東日本大震災（福島原発）の復興―経済成長、TPP で可能なのか？」 『兵庫の歴史教
育』（兵庫歴史教育者協議会）　2015年 7 月
　福田は、国際探求学科の前身であるクロスカルチュラル（CC）コースの生徒に対して、2004



































































　国際探求学科 1 期生のAさんは、 3 年間の「学び」を振り返って、 1 、 2 年の国際探求では、
さまざまな課題を設定して調べ学習をし、プレゼンやディベートで意見を言ってきたが、「そ
れは自分の言葉になっていなかった」という。Aさんが自分の「学び」が深まり、自分の考え














5．お わ り に
　「若者自立・挑戦プラン」のような政府が進めた「政策としてのキャリア教育」は、大量の
非正規雇用と格差拡大を受け入れ、格差社会の中で競争をして勝ち残ることを求める。椅子が



















（ 3 ）　国際系学部・学科の設置・改組が行われた大学は、2014年上智大学総合グローバル学科など 3 大学、
15年度は順天堂大学国際教養学部、龍谷大学国際学部など10大学。16年には近畿大学、学習院大学など
7 大学が設置を予定している。
（ 4 ）　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/dai6/siryou5.pdf （2015年 9 月 7 日アクセス）
（ 5 ）　https://www.keidanren.or.jp/policy/2014/080_kekka.pdf （2015年 9 月 7 日アクセス）
（ 6 ）　https://www.keidanren.or.jp/policy/2011/005honbun.pdf （2015年 9 月 7 日アクセス）
（ 7 ）　http://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/san_gaku_ps/2010globalhoukokusho.pdf （2015






（12）　http://www.sghc.jp/outline/ （2015年 9 月 7 日アクセス）
（13）　平成27年度スーパーグローバルハイスクール概要（http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/sgh/ 
1356366.htm）
（14）　http://www.fk.ocha.ac.jp/sgh/（2015年 9 月10日アクセス）、SGH の取り組み、SGH 報告書などが掲
載されている。
（15）　http://www.shinagawajoshigakuin.jp/pdf/h26houkokusyo.pdf （2015年 9 月10日アクセス）
（16）　児美川孝一郎『権利としてのキャリア教育』明石書店　2007年　p.112
（17）　2014年 9 月以降複数回行った尼崎小田港校国際探求学科主任小林哲教諭からの聞き取り、及び2015
年 6 月日本国際理解教育学会第25回研究大会特定課題研究に際して行われた小林教諭の発表による。
（18）　児美川前掲書　p.148-150
